
小胞体の機能に必要なイオンポンプSpf1p     
－細胞中の蛋白質組立工場でイオンバランスを整える－

バイオ

研究の内容 酵母からヒトに至る真核生物
では，細胞内や細胞表面で働く様々な蛋白
質が小胞体と呼ばれる小器官で機能をもつ
構造に折り畳まれ，糖鎖の修飾を受けた上
で機能部位へと輸送される。また小胞体に
は蛋白質の折り畳みや糖鎖付加が不完全
なときに，その異常事態を回避するようなシ
ステムが存在する。これらの小胞体内のシ
ステムが円滑に稼働するためにはSpf1pと
いうイオンポンプが必要であることが明らか
になった。
技術の特徴 Pichia farinosaという耐塩性
酵母が生産するキラートキシン（酵母特異
的な毒素蛋白質，以下KT）は，出芽酵母に
対して致死作用を示すが，Spf1pを欠損した
酵母ではこのKTに対して耐性を示す。spf1
欠損株とKTとの関係から，小胞体における
糖鎖付加にかかわるSpf1pの機能が明らか
になってきた。
今後の展開 Spf1pを精製し活性測定する
ことによりSpf1pが何のイオンを輸送してい
るのかを明らかにする。イオンポンプとして
の構造の中でどの領域が特異的なイオン
輸送に必要であるのかを調べる。Spf1pと同
時に欠落することにより細胞が生存できなく
なるようなSpf1pと共役している蛋白質を解
明する。
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